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1．は じめ に

　 対 流 圏 オ ゾ ン（03）は、対流 圏 の 酸 化 力の 維持や温 室効果

気体 と し て 重要な成分で あ る 。こ れ まで の 観測 で 熱帯 の 中

部対流圏 で オゾ ン の 増大が し ば し ば観測 さ れ て い る が 、そ

の メ カ ニ ズ ム や オ ゾン 増 大 が 起 こ る頻 度 や 量 に つ い て は

ま だ よ く わ か っ て い な い。本 研 究 で は 、熱帯域 の 十数地点

で行わ れ て い る SHADOZ （Southern　Hemisphere

Additional　Ozonesondes）オ ゾ ン ゾ ン デ観測 の うち、太平

洋 ・大 西 洋 ・イ ン ド洋 の 東 ・西 ・中部 を 均等 に カ バーす る

よ うに、Java、　Samea 、　SanCristoba1、　Natal、　Ascension、

Nahrobiの 6 地点 の デ
ー

タを使用 し、1998−2003年（Java

は 1993 ・2003年）に 各観測地点の 対流圏オゾ ン 高度分布 に

見 られ た オ ゾ ン 増 大 現 象 の 季 節 的 な 出 現 傾 向 、及 び 増 大 時

の Relative　Humidity （RH ）の 増 減に つ い て解析 し、ま た

増大の 成因 に つ い て も推定 を行 っ た e

2，解析方法

　は じ め に、各観 測 地 点 にお け る季節 変 化 を 考 慮 して 、オ

ゾン 混 合 比 高度 分 布 の メ デ ィ ア ン値 及 び中央 66．6％範 囲

を計算した。太平洋 の 観測地点 で は、オゾ ン は 20 −30ppbv

と、熱 帯 で よ く観 測 さ れ る よ うな 低 濃 度 で あ る の に対 し、

大西洋
・
イン ド洋 の 観測 地点 で は、4−5km 以 上 で 頻繁に

オゾ ン 濃度が熱帯 として は大きな値の 60ppbv 以 上 に 増

大す る ため、メ デ ィ ア ン 値も大 き くな っ て い る こ と が わ か

っ た。そ こ で 本研究 で は、オ ゾ ン 混 合 比 の 観測 値 が 、下 位

か ら 83．3％ 値 も し く は 60ppbv の どち らか 小 さ い 方を超 え

た 場合、オ ゾ ン増大現象 と み な し、抽出 した。

　 オ ゾン 増 大現象 の 成 因 に 関 連 して、RH の 増 減か ら，オ

ゾ ン 増大 空 気塊 の 鉛直方向 の 輸送 を、あ る程度推測 で き る。

オゾン増大空気塊 が、直接、対流 の 影響 を 受けて い た 場合

に は、そ の 上下 の 高度 と比較 して RH は増加 し、上部対流

圏 ／下部成層 圏 （UT 〆LS ）か ら ド降 した空気 の 場合 に は、　RH

は減少が予測 さ れる 。 本研究 で は、オゾ ン 増大時 に RH も

共 に増 大す る 場合 を RH ＋、減少す る 場合 を RH ・、ま た特

に RH が 5％ 未満 に減少す る 場合を RH −一、さ ら に RH に

変化がな い 場合を R且（0）と表記分類す る こ と に した。

　 オ ゾ ン 増大 の 成 因 に つ い て は、こ の RH の 増減及び オ

ゾ ン増大観測地点 か ら計算 され た、ECMWF 全球解析デ

ー
タ に よ る 14 日間 後方 流 跡線［Tomikawa 　and 　Sato】を用

い た空気塊の 輸送経路 か ら推測 した。つ ま り、  RH ＋で 、

流跡線通過領域 で バ イオマ ス 燃焼お よ び対流 が 起 こ っ て

い た こ と が，Hot 　Spot や OLR データ で 確認 で き る 場合 に

は 、バ イ オ マ ス 燃 焼 起 源 、  R 且
・も し く は R 且

・・
で 、後 方

流跡線が緯度 30
°

よ り高緯度側 の 300hPa よ り高高度か

ら来て い る 場合 に は、中緯度 UTILS 起源、また  RH 一
も

し くは RH −一
で 、後 方流 跡 線 が 熱 帯 域 の 300hPa よ り 高高

度 か ら来 て い る場合 は、熱帯上 部対流圏起源 と した 。

3．解析結果と考察

　6 観測地点 に お け る オゾ ン 増大現象の 季節的な出現率

は、平均 的 に 50％ 前後 で あ っ た。観 測 地 点 に よ っ て 多少

時期は 異 な る が、年 の 後半（8・12 月 ）に 繊現率が高 く、年 の

前 半 （特 に 4・6 月 ）に 出現率が低 い 結果が得 られた。

　 さ ら に RH の 増減 で 分類 さ れ たオ ゾン 増大現象 の 季節

的な出現率 は、図 1 の Java の よ うに、どの 観測地点 にお

い て も、R 且
・一と RH ・が 、1 年

を 通 して 比 較的多 く、上 方か　　

らの 空気輸送がオゾ ン増大

形成 の 要因 に お い て 重要な
　　　　　　　　　　　　　　
位置 を 占め て い る こ と が 予
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 園 1　 RH ・・；黒　RH ・：灰　 RH ＋ 二 白

想 さ れ る。　 　 　 　 　 　 　 横 軸 ， Jl 縦軸 晩 イベ ン トの 対す る割合（va）

　各観測地点 に お い て 83．3％ 値基準 で 判別 さ れた オ ゾ ン

増大 の 成因 の 季節的傾向 を 図 2 に示す。San 　Cristobal，
Natal 　，Ascension ，　Nairobi で は、ア フ リ カ や 南ア メ リカ

で の バ イ オ マ ス 燃焼 の 影響 を 受 け た 空気の 輸送 が オ ゾ ン

増大の 成因とな る割合が比較的高 く、他 の 成因 と同 程度 で

ある 。 また San　Cristobal で は、大西洋方面の 熱帯上 部対

流 圏 か らの 高 濃 度 オ ゾ ン 空気 輸 送 の 割 合 が 比 較 的 高 い 。そ

れ に 対 して Java，Samoa で は 、バ イ オ マ ス燃焼 の 影響 は

少な く、中緯度 UTfLS か らの 空気輸送が成因 と して 顕著

で あ り、や は り上 方か ら の 高濃度オゾ ン 空気輸送が才ゾン

増 大 形 成 要 因 に お い て 重 要 で あ る こ とが わ か っ た。
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図 2　 11「細 良UTILS ：1．L｛ 熱帯 1：空 ： 灰 　バ イオマ ス 燃焼；薄灰　成 因牡定イ・lr∫； 白

横面II：月　縦 軸 ： 全イベ ン トの 対す る割合（％）

　今後 は SHADOZ の 他 の 観測点 の データ、　 BIBLE や

PEM −TROPICS な ど航空機観 測 の データ を使 用 した 解析、

また，オゾ ン増大の 成因 と して 出 現率が高 か っ た 中 緯 度

UTfLS 領域か らの 輸送が 熱帯域 の オゾ ン 収支 に 与 え る影

響、及び そ の 輸送 を も た らす メ カ ニ ズ ム を 全球輸送モ デ ル

な どを 用 い て 解析す る 予定で あ る 。
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